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後期基本計画 重点テーマ（案） 

ふるさと三郷 みんながほほえむまちづくり 
 

■ 持続可能な拠点の形成 
～まちづくりは道づくり～ 

      

・ 市民等が住み、働き、学び、楽しみやすい仕組みや、その核となりうる拠点の形成に 

取り組みます。 

・ ハード・ソフト両面から、行政による公助としての災害対策に取り組みます。 

       ・ 持続可能な公共交通の確立など、人口減少時代においても住みやすいまちづくりに 

取組みます。 

       ・ 市民感覚と経営感覚を持って、最少の経費で最大の効果を挙げるよう施策を展開します。 

       ・ インフラを含めた公共施設等の適切な維持管理・マネジメントに取り組みます。 

       ・ 生産年齢人口の維持の取組みに加え、人口規模が縮小しても社会を機能させる適応策

を講じるよう取り組みます。 

 

■ 多様性のある地域の確立 
～地域コミュニティの充実～ 

 

・ 災害対策等、地域での自助・共助の体制構築に取り組みます。 

・ 三郷市の地域特性を活かして、自然と調和のとれた住環境を守るよう取組みます。 

・ 地域における人々のコミュニティを育むよう取り組みます。 

・ 市内外の人々との交流を通じて、まちの発展に取り組みます。 

       ・ こどもから高齢者まで、誰もが安心して暮らせる生活を守るよう取り組みます。 

       ・ 健康寿命の延伸や健康格差の縮小を推進するため、健康づくりに取り組みます。 

 

■ 質の高い教育と切れ目ない子育て支援の強化 
～こどもたちの成長を見守る・夢を育む～ 

 

・ こどもたちが将来にわたって持続可能な幸福を得られるよう、こどもの自己肯定感等を  

育むよう取り組みます。 

・ こどもたちが安全に、安心して学べる場を提供します。 
・ こどもたちが望む未来を選び取ることのできるよう、こどもたちの学ぶ意欲を支援します。 



  

 1 / 3 

社会情勢や市民意識調査などの現状分析    三郷市に求められているもの                         後期基本計画 重点テーマ（案） 
 

■本市を取り巻く状況 

 日本は災害が起きやすい国土であり、三郷市も

同様に、常に災害リスクに直面している。 

 【参考資料・序論(案)社会動向(4)参照】 

■市民意向 

 市民意識調査、小学生・中学生アンケート、団

体アンケートの結果から、市民生活における安

全性に強い関心が見られる。 

 【参考資料・序論(案)市民意向(1)④、(2)②、

(3)参照】 

 ■ 災害に対する備え  ■ 持続可能な拠点の形成～まちづくりは道づくり～ 

・ ハード・ソフト両面から、行政による公助としての災
害対策に取り組みます。 

■多様性のある地域の確立～地域コミュニティの充実～ 

・ 災害対策等、地域での自助・共助の体制構築に取り組
みます。 

■背景 

地震や豪雨など、これまでの予想を上回る大規模
な災害が続いている状況であり、今後も東京湾北部
地震や茨城県南部地震などが予測されている中、
災害に対する意識は高まっています。 

 

■必要なもの・求められるもの 

ハード・ソフト両面における行政による公助としての災
害対策のほか、平時より地域での自助・共助の体制構
築が求められます。 

 

 

■社会動向 

 子育て家庭を取り巻く環境は多様化や、児童虐

待や貧困といったこどもの健やかな成長を阻む

問題への対策、ヤングケアラーといった新しい

問題が浮き彫りとなっている。 

 【参考資料・序論(案)社会動向(２)参照】 

■市民意向 

 市民意識調査、小学生・中学生アンケートの結

果から、こどもや高齢者などが安心して暮らせ

ることに強い関心が見られる。 

 【参考資料・序論(案)市民意向「(1)④⑤、 

(2)②参照】 

 ■ こどもから高齢者まで安心して暮らせる地域社会  ■ 多様性のある地域の確立～地域コミュニティの充実～ 

・ こどもから高齢者まで、誰もが安心して暮らせる生活
を守るよう取り組みます。 

 

■背景 

こどもから高齢者まで、それぞれの生活課題やラ
イフステージで様々な問題が起きている状況であり、
誰もが安心して暮らせる生活を望んでいます。 

 

■必要なもの・求められるもの 

市民が安心に生活を送る上では、広く様々な支
援や取組みをしていくことが求められます。 

 

 

■三郷市の特性 

 地域幸福度において、類似団体と比較して、健

康や福祉に関する分野の指標が低い結果となっ

ており、健康に暮らすことの強い関心が見られ

る。 

【参考資料・序論(案)三郷市の特性(4)参照】 

■市民意向  

市民意識調査の結果から、健康の維持・増進

(病気の予防を含む)について強い関心が見られ

る。 

 【参考資料・序論(案)市民意向(1)⑤参照】 

 ■ 人生100年時代を支える健やかで心豊かな暮らしづくり  ■ 多様性のある地域の確立～地域コミュニティの充実～ 

・ 健康寿命の延伸や健康格差の縮小を推進するため、健
康づくりに取り組みます。 

 

■背景 

誰もが、より長く元気に暮らしていくため、健康へ
の意識や関心はより高まってきています。 

 

■必要なもの・求められるもの 

健康寿命の延伸や健康格差の縮小を推進するため、
健康づくりの取組を更に強化していくことが求められま
す。 
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社会情勢や市民意識調査などの現状分析    三郷市に求められているもの                         後期基本計画 重点テーマ(案) 
 

■三郷市の特性 

三郷市の実質市町村内総生産について、令和２

年に新型コロナウイルス感染症により大きな影

響があり、令和３年に回復傾向に転じたが、感

染症流行以前の値には戻っていない状況。 

 【参考資料・序論(案)三郷市の特性(2)①参照】 

■市民意向 

 市民意識調査、団体アンケート、ワークショッ

プの結果から、「交通機関」、「交通網」、

「都市基盤」などに強い関心が見られる。 

 【参考資料・序論(案)市民意向(1)④⑤、(2)②、

(3)、(4)参照】 

 ■ 活気ある地域の拠点形成とそれを結ぶネットワークの強化  ■ 持続可能な拠点の形成～まちづくりは道づくり～ 

・ 市民等が住み、働き、学び、楽しみやすい仕組みや、
その核となりうる拠点の形成に取り組みます。 

・ 持続可能な公共交通の確立など、人口減少時代におい
ても住みやすいまちづくりに取組みます。 

■背景 

住みやすさや市内の産業の活性化を求める声が
ある中、拠点の形成が進んでいます。こうした各拠点
を含めた交通網の充実も望まれています。 

 

■必要なもの・求められるもの 

市民等が住み、働き、学び、楽しみやすい仕組みやそ
の核となりうる拠点の形成や交通網の充実を図る取組
みが求められます。 

 

 

■三郷市の特性 

地域幸福度において、類似団体と比較して、 

環境に関する分野の指標が低い結果となってお

り、自然共生意識について強い関心が見られ

る。 

【参考資料・序論(案)三郷市の特性(4)参照】 

 ■ 自然と調和のとれた住環境の実現と自然共生意識の向上  ■ 多様性のある地域の確立～地域コミュニティの充実～ 

・ 三郷市の地域特性を活かして、自然と調和のとれた住
環境を守るよう取組みます。 ■背景 

都市の利便性を求める一方で、水や緑などの自
然のある住環境が望まれます。また、社会的には環
境に配慮する活動も増え、自然に対する意識の向上
が見られます。 

 

■必要なもの・求められるもの 

市内には自然が残されている一方で、都心からも近い
位置にあり、利便性も備えるまちであるため、その良さを
活かす取組みが求められます。 

 
 

■社会動向 

 多国籍な人々が一緒に暮らすという地域が増

え、差別や偏見のない共生社会の実現が望まれ

ている。 

 【参考資料・序論(案)社会動向(7)参照】 

■市民意向 

 ワークショップの結果から、まちの魅力向上に

ついて強い関心が見られ、人々との交流などを

通じてまちの発展に繋げていくことが求められ

ている。 

【参考資料・序論(案)市民意向(4)参照】 

 ■ 人と人とのつながりのある交流や笑顔を作る触れ合い  ■ 多様性のある地域の確立～地域コミュニティの充実～ 

・ 地域における人々のコミュニティを育むよう取り組み
ます。 

・ 市内外の人々との交流を通じて、まちの発展に取り組
みます。 

■背景 

全国的な外国人観光客の増加や様々な国籍の人
が住むようになり、市内外の人々との関係性や交流
が生まれていることから、持続可能な地域の在り方
などに影響を与えています。  

■必要なもの・求められるもの 

地域における人々のコミュニティはもちろんのこと、市
内外の人々との交流を育み、まちの発展に活かしていく
ことが求められます。   
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社会情勢や市民意識調査などの現状分析    三郷市に求められているもの                         後期基本計画 重点テーマ(案) 

 

■社会動向 

 国の「第４期教育振興計画」では「持続可能な

社会の創り手の育成」、「日本社会に根差した

ウェルビーイングの向上」が期待されている。 

【参考資料・序論(案)社会動向(5)参照】 

 ■ こどもの生きる力を育む  ■ 質の高い教育と切れ目ない子育て支援の強化 
～こどもたちの成長を見守る・夢を育む～ 

・ こどもたちが将来にわたって持続可能な幸福を
得られるよう、こどもの自己肯定感等を育むよ
う取り組みます。 

・ こどもたちが安全に、安心して学べる場を提供
します。 

・ こどもたちが望む未来を選び取ることのできるよう、
こどもたちの学ぶ意欲を支援します。 

■背景 

将来の予測が困難な時代においても持続可能な
社会の創り手となる人材の育成や、日本社会に根差
したウェルビーイングの向上が期待されています。 

また、将来の地域を支えるこどもの数は減少して
いますが、教育に対する関心は、常に高い状況があ
ります。 

 

■必要なもの・求められるもの 

こどもが将来にわたって持続可能な幸福を得るため、
こどもの自己肯定感等を育む取組みが求められます。 

また、こどもたちが安全に、安心して学べる場の提供と
ともに、学ぶ意欲に対する支援などをしていく取組みが
求められます。 

 

 

■三郷市の特性 

将来世代への負担も含めた財政健全性の維持に

課題がある。 
【参考資料・序論(案)三郷市の特性(3)①～④参照】 

 ■ 効果的、効率的な地域経営の推進  ■ 持続可能な拠点の形成～まちづくりは道づくり～ 

・ 市民感覚と経営感覚を持って、最少の経費で最大の効
果を挙げるよう施策を展開します。 

・ インフラを含めた公共施設等の適切な維持管理・マ
ネジメントに取り組みます。 

■背景 

財政状況の厳しさが続く中、自治体運営において
は、経営感覚をもった運営が求められており、取捨選
択をした政策主導の予算編成のほか、人員や組織、
公共施設など、効率的な体制やマネジメントの必要
性に迫られています。 

 

■必要なもの・求められるもの 

自治体運営においては、市民感覚と経営感覚を持っ
て、最少の経費で最大の効果を挙げることが求められま
す。 

 

 

■三郷市の特性 

本市においてもさらに少子高齢化が進み、人口

減少の加速化が見込まれる。 
【参考資料・序論(案)三郷市の特性(3)⑤参照】 

 ■ 人口減少を見据えた施策展開  ■ 持続可能な拠点の形成～まちづくりは道づくり～ 

・ 生産年齢人口の維持の取組みに加え、人口規模が縮小
しても社会を機能させる適応策を講じるよう取り組み
ます。 

■背景 

全国的な傾向と同じく、三郷市においても令和５
年以降人口増から人口減へ転じました。 

また、合計特殊出生率も低く推移しており、今後は
一層の人口減少が見込まれます。 

 

■必要なもの・求められるもの 

生産年齢人口の維持の取組みに加え、人口規模が縮
小しても社会を機能させる適応策を講じていくことが求
められます。 

 


